赤帽の 伝さん は、 もうしば らく 前から、 その 奇妙な 

婦人の 旅客 達の ことに、 気づき はじめていた。 

伝さん は、 東京 駅の 赤帽であった。 東海道線の プ 

ラ ット. ホ —，. ^を 職場に して、 毎日、 汽車に 乗ったり 

降りたり する お 客 を 相手に、 商売 をつ づけて いる 伝 さ 

ん のこと であるから、 いずれ は そのこと に 気がついた 

としても 不思議 はない ので あるが、 しかし、 気がつい 

てはいても 伝さん は、 まだ そのこと について 余り 深く 

考えた ことはなかった。 



気がついた としても、 不思議 はない のであった。 

尤も、 伝さん が、 いちばん はじめ その 妙な 婦人 達の 

ことに 気の ついた きっかけ というの は、 必ら ずし も そ 

の 手荷物ば かりで なく、 いつも その 手荷物 を 持た され 

る、 例の 人の 好 さそうな 出迎えの 男に もあった。 

その 男 は、 成る 程 人の 好 さそうな 顔 をして はいたが、 

うすよ ご 

余り 風采の 立派な 男ではなかった。 いつでも 薄 穢れの 

した 洋服 を 着て、 精々 なに かの 外交員く らいに しか 見 

えなかった。 毎日 三時 少し 前になる と、 入場券 を 帽子 

の リボンの 間に 挾んで、 ひょっこり プラット. ホ —ム 

へ 現れ、 ほかの 出迎 人の 中へ 混って、 汽車の 着く の を 



人で この こと を 包み隠し ている 負担に 堪えられ なく 

なって 来た。 

そこで 伝さん は、 とうとう 思い切って、 例の 奇妙な 

「案内 人」 にわたり をつ けて みょうと 決心した。 

或る日 午後 三時 十分 前。 例によって、 ひょっこり プ 

ラット .ホ —ムに 現れ、 多くの 出迎 人の 後へ 立って ボ 

ンャリ 三時の 急行 を 待って いた その 男へ、 伝さん は、 

何気なく 近づいて 声をかけた。 

「毎日 ご苦労 さんです ね」 すると 男 は、 急に 変 テコな 

顔に なった。 そして ひどく あわてた 調子で、 

「いや どうも、 毎日の お客様で、 やり切れません よ」 



そういって、 同情 を 乞うよう な 目つ きで、 伝さん の 

顔 を 見た。 伝さん は、 すかさず いった。 

「いや、 わし もこれ で、 二十 年 も 赤帽 稼業 をして いる 

から、 お客様 を 待つ 気持の つら さとい う もの は、 よく 

判る です よ。 …… 時に、 無鎂な こと をお 聞きす るが、 

あんた のお 客さん は、 どうも まことに、 不思議な お 客 

さんば かりです ね」 

みは 

男 は 黙った まま 目を瞠 つて、 一層 変 テコな 顔 をした _ 



ぐり 会い、 娘の 亡くなる までの 可哀想な 話 を 初めて 聞 

かされる と、 あとに 子供の 一 人 もない 父親 は、 気 も 狂 

わんば かりに 驚き 打 たれて、 それまで は 金儲けの こと 

しか 考えなかった 頑固な 心に 大変 動が 起り、 可哀想な 

？,. こ 、- 

娘の 菩提 をと むらう ことに 自分の 全 財産 を 投げ出そう 

と 決心し たんです。 それで まァ、 その 可哀想な 娘の 名 

前と、 その 運命に まつわる 奇妙な 三の 字に 因んで、 『三 

の 字 旅行 会』 を 作り あげ、 育ての親 である その 慈悲 深 

い 人 を 支部 長に 仕立てて、 その 人の 推薦に 従って 毎日 

一 人ず つ、 物質的に は 兎も角、 親の ない 淋しい 三十 歳 

以下の 婦人で 東京へ 旅行したい 人達 を、 三の 字 会員と 



「あ、 そういえば、 今日は、 三日でした つけ！」 

(〈新 青年〉 昭和 十四 年 一 月 号 発表) 



底本" 「日本 探偵小説 全集に 名作 集 2」 創 元 推理 文庫、 

東京 創 元 社 

1989 (平成 元) 年 2 月 3 日 初版 

1999 (平成：：) 年 u 月 S 日 3 版 

底本の 親 本 ： 「新 青年」 

1939 (昭和^:) 年 ー 月 号 

初出 「新 青年」 

1939 (昭和 M) 年 ー 月 号 

入力 ： 大野 普 

校正 " 小 林繁雄 

2 006 年 9 月^日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



